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近
年
、
全
国
的
に
美
術
館
、
博
物
館

近
年
、
全
国
的
に
美
術
館
、
博
物
館

な
ど
で
文
化
遺
産
と
現
代
文
化
（
漫
画

な
ど
で
文
化
遺
産
と
現
代
文
化
（
漫
画

や
ア
ニ
メ
な
ど
）
を
融
合
し
た
特
別
展

や
ア
ニ
メ
な
ど
）
を
融
合
し
た
特
別
展

示
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

示
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、
劇
場

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、
劇
場

版
ア
ニ
メ
『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
新
劇

版
ア
ニ
メ
『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
新
劇

場
版
』
に
注
目
し
、
７
月

場
版
』
に
注
目
し
、
７
月
1414
日
（
土
）

日
（
土
）

か
ら
９
月

か
ら
９
月
1717
日
（
月
・
祝
）
ま
で
特
別

日
（
月
・
祝
）
ま
で
特
別

展『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀
展
』

展『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀
展
』

を
開
催
し
ま
す
。

を
開
催
し
ま
す
。

　

仮
想
の
世
界
と
現
実
の
歴
史
を
つ
な

　

仮
想
の
世
界
と
現
実
の
歴
史
を
つ
な

ぐ
特
別
展
示
は
、
昨
年
度
の
特
別
展
に

ぐ
特
別
展
示
は
、
昨
年
度
の
特
別
展
に

続
い
て
２
回
目
の
開
催
で
す
。

続
い
て
２
回
目
の
開
催
で
す
。

　

ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
多

　

ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

 『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
新
劇
場
版
』
と
は

　

平
成
７
年
10
月
か
ら
平
成
８
年
３

月
に
か
け
て
、
Ｓ
Ｆ
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
が
放

映
さ
れ
ま
し
た
。
若
者
を
中
心
に
爆

発
的
な
人
気
を
博
し
、
そ
の
後
の
物

語
を
描
い
た
劇
場
版
ア
ニ
メ
も
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
コ
ミ
ッ
ク
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
複
合
的
に
物
語

は
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版
の
物
語
・

概
念
を
解
体
・
再
構
築
し
た
劇
場
版
ア

ニ
メ『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
新
劇
場
版
』

４
部
作
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
秋
に

第
３
作
目
「
Ｑ
」
が
公
開
予
定
で
す
。

 

伝
統
の
技
を
駆
使
し
た
作
品
の
数
々

　

こ
の
特
別
展
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

同
ア
ニ
メ
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ひ
ら
め
き
）
を
受
け
た
刀
匠
ら
が
、

伝
統
の
技
を
駆
使
し
て
刀
剣
を
製
作
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
刀
製
作
に
お
け
る
伝

統
や
掟
の
解
体
と
再
構
築
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
り
、
様
式
を
重
ん
じ
る
刀
剣

界
が
現
代
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
「
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
仕
様
」
の
日
本
刀
を

製
作
し
、
世
に
問
う
初
め
て
の
試
み
で

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

・
甲
冑
着
付
け
体
験　

７
月
29
日
（
日
）、

　

８
月
26
日
（
日
）　

そ
れ
ぞ
れ
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時
（
予
約
不
要
・
時

　

間
内
先
着
順
）

　

・
日
本
刀
の
見
方
・
初
心
者
講
座

　
８
月
５
日（
日
）、12
日（
日
）、19
日（
日
）

　

そ
れ
ぞ
れ
午
後
１
〜
３
時（
要
予
約
、

　

先
着
15
名
）

※
特
別
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
約

　

８
０
０
点
の
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
関

　

連
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行
う
予
定
で
す
。

　
（
入
館
料
不
要
）

※ 

特
別
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
有
料

入
館
者
の
み
、
数
量
限
定
）

ら
今
に
伝
わ
る
備
前
長
船
の
名
刀
、
関

の
孫
六
の
名
刀
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
同
ア
ニ
メ
の
登
場
人
物
な

ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
彫
刻
を
施
し
た
短
刀

４
口ふ

り

、
面め

ん
ぼ
お頬

（
顔
面
を
守
る
防
具
）、

兜
な
ど
も
含
め
て
、
合
計
18
点
の
「
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
仕
様
」
の
武
器
・
武

具
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
関
連
の
古
作
の
日
本
刀
な
ど
の

武
器
・
武
具
の
名
品
を
展
示
し
、
刀
剣

フ
ァ
ン
に
も
見
応
え
が
あ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　

特
別
展
の
期
間
中
に
行
う
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。詳
細
は
、

す
。
本
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
製
作
工
程

も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
新
劇
場
版
』

に
は
、
柄
が
二
重
ら
せ
ん
構
造
で
先
端

の
刃
先
が
二
つ
に
分
か
れ
た
巨
大
な

「
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
の
槍
」
が
登
場
し
、
物

語
進
行
の
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
武
器
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、

刀
匠
が
製
作
し
た「
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
の
槍
」

（
全
長
３
・
３
㍍
）
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
別
話
に
は
、「
ビ
ゼ
ン
オ
サ
フ

ネ
」「
マ
ゴ
ロ
ク
ソ
ー
ド
」
と
い
う
武

器
が
登
場
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
備
前
長
船
と
関
鍛
冶
の
孫
六

を
題
材
に
し
た
も
の
と
解
し
て
、「
ビ

ゼ
ン
オ
サ
フ
ネ
」「
マ
ゴ
ロ
ク
ソ
ー
ド
」

を
製
作
・
展
示
す
る
と
と
も
に
、
古
か

ヱヴァンゲリヲン

「ロンギヌスの槍」（イラスト中央）／
「エヴァンゲリオン初号機」（イラスト右下）
©khara illustration:Ikuto Yamashita

　　△プログレッシブナイフ（剣型）　　△プログレッシブナイフ（剣型） 日
本
刀

と

展
入入
館館
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

△三上貞直刀匠「ロンギヌスの槍」部分

備前長船刀剣博物館特別展
展示予定の新作 （一部）

　　△　　△弐弐
にごうきしようつくしなぎなたふうきょくとう にごうきしようつくしなぎなたふうきょくとう 

号機仕様筑紫薙刀風曲刀号機仕様筑紫薙刀風曲刀

　　△　　△弐弐
にごうきしようがいそう  にごうきしようがいそう  

号機仕様外装号機仕様外装（製作途中）（製作途中）

　　△零号機仕様小脇指刀身（製作途中）

表紙①   地鉄を作りだす卸鉄
表紙②「カウンターソード」火造り
表紙③「零号機仕様小脇指小脇指」刀身製作
表紙④「ビゼンオサフネ」研ぎ

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

△△零零号機仕様小脇指刀身号機仕様小脇指刀身（製作途中）（製作途中）

① ②

③
④

▽「▽「零号機仕様小脇指」柄巻小脇指」柄巻

▽
特
別
展
期
間　

７
月
14
日
（
土
）
〜

　

９
月
17
日
（
月
・
祝
）

※
期
間
中
は
無
休
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
入
館
料　

大
人
７
０
０
円
、　

高･

大

　

学
生
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

※
団
体
料
金
や
各
種
割
引
は
適
用
さ
れ

　

ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
、
障
害
者
手
帳
を
持
参
し

　

た
人
と
付
き
添
い
の
人（
１
人
ま
で
）

　

は
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

　

~osa-token/

製作工程
作品の製作工程の一部を
表紙や下の写真でご紹介します。

※『ヱヴァンゲリヲンと日本刀展』『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』は、※『ヱヴァンゲリヲンと日本刀展』『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』は、
　片仮名の「エ」「オ」ではなく、「ヱ」「ヲ」を用いて表記しています。　片仮名の「エ」「オ」ではなく、「ヱ」「ヲ」を用いて表記しています。 広報 せとうち No.92 22012.73



見
や
要
望
を
聞
い
て
、
改
善
な
ど

の
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
分
野
で
の
連
携
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
岡
山
商
科
大
学

と
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
運
行

に
伴
う
調
査
や
観
光
情
報
発
信
事

業
な
ど
の
連
携
事
業
を
今
年
度
か

ら
行
う
予
定
で
す
。

市
民
活
動
応
援
補
助
金
申
請
状
況

　
平
成
24
年
度
市
民
活
動
応
援
補

助
金
の
う
ち
市
民
活
動
団
体
分
に

つ
い
て
は
、
45
団
体
か
ら
50
事
業

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
民
活
動
応
援
補
助
金
審
査
会

で
審
査
の
結
果
、
43
団
体
46
事
業

１
９
、８
２
５
千
円
の
事
業
採
択

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
お
よ
び
自
治
会
の
連
合

体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
申
請

期
限
を
９
月
28
日
ま
で
と
し
て
い

ま
す
が
、
５
月
21
日
現
在
で
10
自
治

会
か
ら
申
請
を
受
け
て
い
ま
す
。

展
開
し
て
い
る
「
瀬
戸
内
市
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ザ
」
に
つ
い
て
、
家

賃
な
ど
の
問
題
か
ら
移
転
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
邑

※

久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

移
転
先
の
候
補
地
と
し
て
、現
在
、

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
廃
止
に
向
け
て
、
引
き
続
き
最

善
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
設
立
し
た
「
錦
海
塩
田

跡
地
活
用
検
討
委
員
会
」
で
、
跡

地
活
用
の
方
向
性
の
大
枠
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
会
議
を
重
ね
、

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
４
月
24
日
に
開
催
し
た
第
５
回

目
の
検
討
委
員
会
で
、
跡
地
活
用

の
基

※

本
構
想
の
骨
子
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
次
回
６
月
26
日
開
催
の

検
討
委
員
会
で
は
、
基
本
構
想

（
案
）
を
提
示
し
、
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
そ

の
完
成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
基
本
構
想
の
内
容
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
利
用
方
針
、

技
術
手
法
、
事
業
手
法
・
体
制
、

必
要
経
費
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本

計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
改
造
工
事

　　
市
内
で
発
生
す
る
可
燃
ご
み
を

市
内
で
全
量
処
理
す
る
た
め
、
本

年
度
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も

め
」の
改
造
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
７
月
か
ら
工
事
に
着
手
、
来
年

　
は
じ
め
に

　　
先
日
、
政
府
か
ら
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

の
概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
と
っ
て
も
影
響
の
あ
る

も
の
と
捉
え
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
想
の
推
進
な
ど
の
政
策

決
定
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
説
明
会
を
実
施

　
「
モ
ー
モ
ー
バ
ス
」（
瀬

※

戸
内
市

デ
マ
ン
ド
バ
ス
）
の
利
用
説
明
会

を
、
４
月
23
日
か
ら
６
月
８
日
ま

で
牛
窓
地
域
の
34
自
治
会
で
開
催

し
、
利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
21
日
現
在
、
21
自
治
会
で

３
３
５
名
の
参
加
が
あ
り
、
利
用

方
法
な
ど
の
説
明
と
併
せ
て
、
意

旧
香
川
邸
︵
御
茶
屋
跡
︶
の
活
用

　
牛
窓
町
牛
窓
西
町
に
あ
る
旧

※

香

川
邸
（
御
茶
屋
跡
）
に
つ
い
て
、

景
観
保
全
や
歴
史
的
建
造
物
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
売
却

も
含
め
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
着

工
か
ら
完
成
ま
で
の
期
間
の
う
ち

約
２
カ
月
間
は
焼
却
炉
の
使
用
を

停
止
し
ま
す
が
、
そ
の
間
は
、
岡

山
市
の
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う

依
頼
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
の
指
定
管
理
者
を
選
定

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で

瀬
戸
内
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ス

※

マ
イ
ル
の
指
定
管
理
者
の

募
集
を
行
い
、
３
法
人
が
現
地
説

明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
申
請
が
あ
っ
た
の
は

１
法
人
で
、
５
月
15
日
に
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
社

会
福
祉
法
人
閑
谷
福
祉
会
を
指
定

管
理
者
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

  A
d

m
in

istrative
  R

e
p

o
rt

 
行
政
報
告

平
成
24
年
６
月
定
例
議
会
が
６
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
同
法
人
に
よ
る
管
理
運
営
は
、
10

月
１
日
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

上

※

寺
山
楽
々
園
の
移
譲
先
を
公
募

　
４
月
17
日
に
説
明
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
５
法
人
の
参
加
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
法
人
か
ら
移
譲

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
７
月
下
旬
ま
で
に
審
査

を
行
い
、
移
譲
先
事
業
者
の
決
定

を
行
う
予
定
で
す
。

児
童
虐
待
防
止
緊
急
強
化
事
業

　
本
市
の
児
童
虐
待
の
実
情
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
比
で
虐
待
事
例

が
１・２
５
倍
（
69
件
）、
ハ
イ
リ

ス
ク
（
虐
待
予
備
群
）
事
例
が
２

倍（
50
件
）と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
虐
待
防
止
の
一
環
と
し
て
、
妊

娠
の
届
出
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
支
援
が
必
要
な
妊
婦
を
早

期
に
把
握
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
の
身
体
的
、
精

神
的
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

妊
娠
時
期
に
応
じ
た
適
切
な
支

援
を
行
う
た
め
の
虐
待
防
止
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
予

定
で
す
。

瀬戸内市地域生活支援センタースマイル

用
語
の
解
説
・
備
考

瀬
戸
内
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
、

自
宅
ま
た
は
近
く
の
﹁
の
り
ば
﹂

ま
で
車
両
が
迎
え
に
行
き
、
希

望
す
る
目
的
地
ま
で
運
行
す
る

乗
合
型
の
バ
ス
。
７
月
１
日
か

ら
実
証
運
行
が
始
ま
る
。

旧
香
川
邸
︵
御
茶
屋
跡
︶

　

岡
山
藩
に
よ
り
建
造
さ
れ
た

公
邸
別
館
﹁
御
茶
屋
﹂
は
、
朝

鮮
通
信
使
、
幕
吏
、
西
国
諸
侯

な
ど
の
接
待
や
藩
主
の
保
養
な

ど
に
使
わ
れ
た
。

　

廃
藩
置
県
後
は
牛
窓
町
が
引

き
継
ぎ
、
明
治
18
（
１
８
８
５
）

年
に
は
分
割
さ
れ
民
間
に
払
い

下
げ
ら
れ
た
。
翌
年
、
払
い
下

げ
を
受
け
た
香
川
真
一
氏
が
自

邸
を
建
築
し
た
。

　

そ
の
後
、
錦
海
塩
業
（
株
）

が
所
有
し
、
平
成
22
年
12
月
に

錦
海
塩
田
跡
地
と
と
も
に
市
が

取
得
し
た
。

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
本
所
が
あ
り
、
同
協
議
会
が

所
有
す
る
施
設
（
邑
久
町
山
田

庄
）。
大
会
議
室
、
研
修
室
、
和

室
な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
有
料

で
使
用
で
き
る
。

基
本
構
想
の
骨
子

　

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
構

想
を
策
定
す
る
上
で
の
要
点
。

　

基
本
構
想
に
は
、
地
域
の
資

源
・
現
状
と
課
題
・
基
本
理
念
・

将
来
像
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と

と
し
た
。

ス
マ
イ
ル

　

障
害
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ

必
要
な
助
言
な
ど
を
行
い
、
ま

た
、
創
作
的
・
生
産
活
動
の
機

会
を
提
供
し
、
社
会
と
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
で
地
域
生
活

支
援
の
促
進
を
図
る
施
設
（
邑

久
町
山
田
庄
）。

上
寺
山
楽
々
園

　
身
体
上
・
精
神
上
・
環
境
上
・

経
済
的
理
由
に
よ
り
居
宅
で
生

活
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
邑
久
町
北
島
）。

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
の
移
転

　
前
年
度
か
ら
邑
久
町
豊
原
地
内

の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を

旧香川邸外観（一部）

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　
錦
海
塩
田
跡
地
内
の
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
適

正
廃
止
の
早
期
完
了
を
目
標
に
、

公
共
工
事
発
生
残
土
を
活
用
し
た

覆
土
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度

末
ま
で
に
、
２
４
、２
６
４
立
方

㍍
の
土
を
搬
入
し
ま
し
た
。
本
年

度
に
つ
い
て
も
、
一
日
も
早
い
適

邑久町総合福祉センター

大
学
と
の
包
括
連
携
協
定

　
５
月
11
日
に
就
実
大
学
・
就
実

短
期
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
同
大
学
と
は
、
教
育
、
文
化
、

保
健
、
医
療
な
ど
の
分
野
に
お
け

る
お
互
い
の
人
的
・
知
的
資
源
お

よ
び
研
究
成
果
の
交
流
・
活
用
を

目
的
と
し
て
、
主
に
教
育
分
野
、

「モーモーバス」（瀬戸内市デマンドバス）「モーモーバス」（瀬戸内市デマンドバス）「モーモーバス」（瀬戸内市デマンドバス）
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ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
の

相
談
者
数

　
３
月
30
日
に
開
所
し
た
「
ジ
ョ

ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
」
の
４
月

末
現
在
の
相
談
者
数
は
、
生
活
保

護
受
給
者
20
名
、
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
４
名
、
障
害
者
４
名
、
一

般
の
人
44
名
の
計
72
名
で
し
た
。

　
８
月
に
求
人
提
供
端
末
を
導
入

す
る
予
定
で
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

化
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
暴
走
車
両
に
よ
る

交
通
事
故
や
ツ
ア
ー
バ
ス
の
単
独

事
故
に
よ
り
多
数
の
死
傷
者
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
な
脅

威
と
し
て
竜
巻
が
関
東
地
方
を
襲

い
ま
し
た
。
消
防
に
は
こ
れ
ら
各

種
の
災
害
に
即
応
し
た
防
災
体
制

の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
、
集
団
事
故
や
危
険

物
な
ど
の
特
殊
災
害
へ
の
対
応

は
、
各
種
災
害
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
り
消
防
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
関
係
機

関
と
集
団
事
故
に
対
応
す
る
合
同

訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
消
防
防
災

施
設
も
発
達
し
、
そ
の
活
動
内
容

に
改
善
す
べ
き
点
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
、
こ
の
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
、
更
な
る

即
時
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

企
業
団
地
整
備
の
進
捗
状
況

　

長
船
町
宮
下
地
区
の
約
３
㌶

の
土
地
に
つ
い
て
は
、
４
月
に

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
が

承
認
さ
れ
て
お
り
、
６
月
に
県

へ
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

申
請
を
提
出
し
、
早
け
れ
ば
７

月
に
農
業
委
員
会
に
対
し
て
農

地
転
用
の
許
可
申
請
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
邑
久
町
本
庄
福
谷
地
区

に
計
画
し
て
い
る
企
業
地
、約
１・

３
㌶
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
が

承
認
さ
れ
、
５
月
の
農
業
委
員
会

に
農
地
転
用
の
許
可
申
請
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
の

許
可
が
下
り
次
第
、
用
地
買
収
に

着
手
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
邑
久
町
豆
田
地
区
に
つ

い
て
は
、
約
５
㌶
の
企
業
団
地
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
地
権
者
の

了
解
を
得
て
、
現
在
、
現
地
に
入

り
、
測
量
・
設
計
の
作
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設
の
進
捗
状
況

　
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
建

設
用
地
の
測
量
が
終
わ
り
、
地
質

調
査
が
５
月
末
で
完
了
し
ま
し

た
。
現
在
は
造
成
工
事
の
設
計
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
に
つ
い
て

は
、試

※

掘
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
用
地
に
つ
い
て
は
年
末

を
目
途
に
買
収
を
行
う
予
定
で
す
。

　
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
８
月

末
を
目
途
に
検
討
作
業
中
で
あ

り
、
本
年
度
末
ま
で
に
実
施
設
計

を
完
了
す
る
予
定
で
す
。
本
設
計

で
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を

受
け
大
規
模
災
害
に
備
え
た
備
蓄

倉
庫
、
そ
し
て
被
災
者
の
受
け
入

れ
が
可
能
な
ト

※

リ
ア
ー
ジ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化

　
市
民
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法

人
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度

を
目
安
に
移
行
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、移
行
に
向
け
て
国
、県
、

特
殊
災
害

　

大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
す

放
射
性
物
質
に
よ
る
災
害
、
生

物
剤
ま
た
は
化
学
剤
に
よ
る
災

害
、
有
毒
ガ
ス
ま
た
は
毒
劇
物

な
ど
に
よ
る
特
殊
な
災
害
事
象
。

試
掘
調
査

　

土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
文

化
財
（
埋
蔵
文
化
財
）
の
有
無

の
確
認
や
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
の
範
囲
・
性
格
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
に
行
な
う
調
査
。

　

試
掘
溝
を
掘
削
し
た
状
況
か

ら
、
遺
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
、

遺
跡
で
あ
れ
ば
そ
の
時
代
や
性

格
、
範
囲
な
ど
を
把
握
す
る
。

ト
リ
ア
ー
ジ

　

大
災
害
に
よ
っ
て
多
数
の
被

災
者
が
発
生
し
た
際
に
、
現
場

の
人
材
・
機
材
な
ど
を
最
大
限

に
活
用
す
る
た
め
、
ど
の
負
傷

者
か
ら
治
療
す
る
か
な
ど
の
優

先
順
位
を
決
め
る
こ
と
。

水
道
料
金
の
引
き
下
げ

　

水
道
事
業
に
関
し
て
調
査
と

審
議
を
行
う
水
道
事
業
審
議
会

か
ら
の
答
申
で
、
９
月
１
日
以

降
の
早
い
時
期
に
お
い
て
水
道

料
金
を
５
％
程
度
引
き
下
げ
る

こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

新病院建設の準備が進む瀬戸内市民病院

岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
へ

の
照
会
や
手
続
に
か
な
り
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
事
業

者
を
交
え
て
検
討
す
る
中
で
、
今

後
さ
ら
に
入
念
に
準
備
を
行
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
の
判
断
に
至
り
、

法
人
の
移
行
時
期
は
平
成
26
年
度

を
目
安
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
の
検
針
と
水
道
料
金

の
引
き
下
げ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
い

て
、
５
月
検
針
分
か
ら
２
カ
月
検

針
を
実
施
し
て
お
り
、
水
道
料
金

と
下
水
道
使
用
料
が
６
月
納
付
分

か
ら
２
カ
月
徴
収
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
水

※

道
料
金
の
引
き
下
げ

は
、
９
月
検
針
・
10
月
請
求
分
か

ら
と
な
り
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
増
設
予
定
地
の

有
効
利
用

　
邑
久
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
久
町

豊
原
）
の
処

※

理
施
設
増
設
予
定
地

に
つ
い
て
、
次
期
処
理
施
設
の
建

設
着
手
ま
で
の
間
、
生
涯
ス
ポ
ー

合
唱
の
披
露
を
行
い
、
そ
の
後
、

美
術
館
の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
幌
加
内
中
学

校
の
希
望
に
沿
っ
て
、
今
後
も
こ
の

交
流
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

新
図
書
館
整
備
状
況
と
図
書

館
・
室
の
取
組

　
新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
３
月

に
「
新

※

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
整
備

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
策
定
の
過
程
で
は
、「
と
し
ょ

か
ん
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
題

し
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２

回
、
ま
た
そ
の
特
別
編
と
し
て
、

前
総
務
大
臣
の
片
山
善
博
氏
を
招

い
た
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
・
室
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
テ
ー
マ
別
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
な
ど
魅
力
的
な
棚
づ
く

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
各
種

情
報
提
供
な
ど
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
、
幼
稚
園
へ
の

絵
本
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
は
、
６
月

６
日
か
ら
、
移
動
図
書
館
車
「
せ

と
う
ち 

ま
ー
る
号
」
に
よ
る
運

行
を
開
始
し
ま
す
。

美
術
館
の
企
画
展

　
美
術
館
で
は
、
５
月
18
日
か
ら

７
月
１
日
ま
で
、「
内
外
近
代
洋

画
巨
匠
展
」
と
ピ
カ
ソ
の
代
表
作

「
貧
し
き
食
事
」
な
ど
の
版
画
作

品
を
集
め
た
「
20
世
紀
西
洋
巨
匠

版
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
１
日
か
ら
10
日

ま
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
平
清
盛
」
の
題
字
の
揮
毫
で
も

話
題
に
な
っ
た
ダ
ウ
ン
症
の
女

流
書
家
金
澤
翔
子
氏
の
屏
風
な

ど
の
大
作
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

関
連
事
業
と
し
て
６
月
２
日
に

は
、
作
家
に
よ
る
席
上
揮
毫
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催
し

ま
し
た
。

処
理
施
設
増
設
予
定
地

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に

あ
る
用
地
。

　

将
来
的
な
下
水
（
排
水
）
処

理
設
備
の
増
設
に
備
え
て
、
整

備
さ
れ
て
い
る
。

幌
加
内
町

　

北
海
道
に
あ
り
、
東
西
約
24

㌔
、
南
北
63
㌔
、
行
政
面
積
は

７
６
７
平
方
㌔
、
人
口
約
１
、

７
０
０
人
の
自
治
体
。

　

町
の
周
囲
は
国
有
林
な
ど
の

森
林
に
囲
ま
れ
、
山
岳
が
多
い

地
勢
。
内
陸
性
で
夏
は
高
温
多

湿
、
冬
は
寒
冷
多
雪
で
通
年
の

寒
暖
の
差
、
昼
夜
の
気
温
差
が

大
き
い
。

　

旧
牛
窓
町
が
電
話
開
通
の
記

念
通
話
が
縁
で
交
流
を
深
め
、

平
成
元
年
に
姉
妹
縁
組
を
締
結

し
た
。

新
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
整
備

基
本
計
画

　

平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
た

基
本
構
想
を
基
に
、
新
瀬
戸
内

市
立
図
書
館
が
、
市
民
が
憩
い
、

安
ら
ぎ
、
暮
ら
し
を
楽
し
む
公

共
空
間
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
つ
地
域
の
情
報
拠
点
と

な
る
た
め
の
機
能
と
サ
ー
ビ
ス

を
示
す
計
画
。

幌加内中学校が瀬戸内市教育委員会を表敬訪問

ツ
広
場
と
し
て
有
効
利
用
を
図
り

た
い
と
考
え
、
現
在
国
に
対
し
て

財
産
処
分
（
目
的
外
使
用
）
の
承

認
申
請
を
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、長
船
浄
化
セ
ン
タ
ー（
長

船
町
長
船
）
の
処
理
施
設
増
設
予

定
地
に
つ
い
て
も
、
有
効
利
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

北
海
道
幌
加
内
中
学
校
と
の
交
流

　
瀬
戸
内
市
と
姉
妹
縁
組
を
結
ん

で
い
る
北
海
道
幌

※

加
内
町
か
ら
、

今
年
も
５
月
17
日
に
幌
加
内
中
学

校
の
修
学
旅
行
で
、
３
年
生
11
名

と
引
率
の
教
諭
２
名
の
牛
窓
中
学

校
へ
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
教
育
委
員
会
を
表
敬
訪
問

し
、
教
育
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

金澤翔子氏席上揮毫

ジョブスポットせとうち

消
防
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

　
近
年
の
特

※

殊
災
害
事
案
は
、
複

雑
多
様
化
す
る
と
と
も
に
大
規
模
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生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ 校

・
長
船
中
学
校
が
新
た
に
加
わ

り
、
５
つ
の
小
・
中
学
校
で
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
各
学
校
支
援
地
域
本
部
で
は
、

学
校
の
教
育
活
動
に
関
わ
る
「
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
見
守
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、で
き
る
こ
と
を
、

で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

※
応
募
先
は
各
学
校
で
す
。

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

牛
窓
北
小
学
校

　

☎
０
８
６
９-
３
４-

２
５
２
０

　

邑
久
小
学
校

　

☎
０
８
６
９-
２
２-
１
２
３
１

　

国
府
小
学
校

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
１
５

　

邑
久
中
学
校

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
１
６

　

長
船
中
学
校

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
２
９

　
市
で
は
、
未
来
を
担
う
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育

む
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運

営
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
（
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
）
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
は
国
府
小
学

校
・
邑
久
中
学
校
で
、
平
成
24
年

度
は
牛
窓
北
小
学
校
・
邑
久
小
学

 

地
域
ぐ
る
み
で
の
学
校
運
営
に
ご
協
力
を

 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　行政からのお知らせ

①マラソン見守り支援（邑久中） ／  ② あいさつ運動（邑久中）
③学習支援（国府小） ／  ④ 環境整備・花植え（国府小）

氏名（しめい） 学区 相談先☎
（市外局番0869）

豊田　一枝（とよた　かずえ） 牛窓東 34-3203

柴田　長子（しばた　ながこ） 牛窓西 34-3116

松尾 　敦（まつお　あつし） 牛窓北 34-2503

稲谷　弘昌（いなや　こうしょう）

邑久

22-0539

馬場　登志子（ばば　としこ） 22-1749

吉田　清人（よしだ　きよと） 22-2673

蟻正　博美（ありまさ　ひろみ） 今城 22-1780

三浦　志津子（みうら　しずこ） 玉津 24-0045

山根　和美（やまね　かずみ） 裳掛 25-0421

小谷　恵子（こだに　けいこ）
美和

26-8161

長岡　敦子（ながおか　あつこ） 26-5151

小山 　恵（こやま　めぐみ）
国府

26-3654

布野　浩子（ふの　ひろこ） 26-5105

沖津　由美（おきつ　ゆみ）

行幸

26-3731

神坂　俊規（かみさか　としのり） 26-2002

水田　正子（みずた　まさこ） 26-2534

ば
、
独
り
で
悩
ま
な
い
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
、

専
門
機
関
へ
の
紹
介
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
な
青
少
年
の
善
行

を
称
え
る
「
わ
か
ば
賞
」
の
顕
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
く
の
青
少
年
相
談
員
へ
、
他

の
青
少
年
の
模
範
と
な
る
行
い

を
し
て
い
る
人
を
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

 

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

 

岡
山
県
青
少
年
相
談
員

　
県
で
は
、
18
歳
未
満
の
青
少
年

や
そ
の
保
護
者
が
、
悩
み
や
不
安

を
地
域
に
お
い
て
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
岡
山
県
青
少
年
相
談
員

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
は
、
青
少
年
活
動
に
積

極
的
に
参
画
し
て
い
る
な
ど
青
少

年
育
成
活
動
に
熱
意
の
あ
る
人

で
、
身
近
で
気
軽
に
相
談
で
き
る

地
域
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
た

ち
で
す
。

　

悩
み
事
や
困
っ
た
事
が
あ
れ

公
共
機
関
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
車

い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場
を
利
用
す

る
た
め
の
利
用
証
を
発
行
し
ま
す
。

▽ 

対
象
者　
身
体
障
害
者（
等
級
、

障
害
部
位
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）・

療
育
手
帳
（
Ａ
）・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
所

持
者
、
難
病
患
者
・
要
介
護
者
・

妊
婦
な
ど

者
・
障
害
児
・
家
族
な
ど
介
護
者
・

体
や
心
の
問
題
で
生
活
す
る
の
に

困
難
が
生
じ
て
い
る
人
な
ど

▽
相
談
場
所
・
日
時

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　
毎
週
火
〜
土
曜
日　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
☎
０
８
６
９-

２
２-
９
６
０
０

⑨
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

　
各
地
域
に
身
体
障
害
（
10
人
）・

知
的
障
害
（
３
人
）
の
相
談
員
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

⑩
そ
の
他
情
報
提
供

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

　

~jiritsushien/

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

　
障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、
申
請
が
必
要
な
も
の
を

中
心
に
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障

害
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
で

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
公
共
料
金
や
税
の
減
免
な
ど

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
障
害
の
程

度
・
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
、
公
共

料
金
の
割
引
、
税
の
減
免
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

電
車
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
し
た
場
合
に
手
帳
を
提
示
す

れ
ば
運
賃
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
医
療
費
の
助
成

　
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
更
生
医
療
】

　
障
害
の
更
生
の
た
め
、
治
療
・

手
術
を
受
け
る
と
き
、
医
療
費
の

一
部
を
医
療
保
険
と
公
費
で
助
成

し
ま
す
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者

【
精
神
通
院
医
療
】

　
病
院
な
ど
に
通
院
す
る
場
合
、

医
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
医

療
保
険
と
公
費
で
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
精
神
障
害
者

③
各
種
手
当
、
年
金
な
ど

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

障
害
児
福
祉
年
金
が
あ
り
ま
す
。

各
手
当
、
年
金
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
に
対
象
者
や
条
件
が
異
な
る

た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
自
宅
で
入
浴
・
排
泄
・
食
事
な

ど
の
支
援
を
す
る
居
宅
介
護
、
短

期
間
施
設
で
介
護
な
ど
を
す
る
短

期
入
所
、
日
中
、
日
常
生
活
動
作

や
適
応
訓
練
を
行
う
児
童
通
所
支

援
、
介
護
・
創
作
活
動
な
ど
を
行

う
生
活
介
護
、
就
労
や
生
産
活
動

な
ど
の
機
会
を
提
供
し
支
援
す
る

就
労
継
続
支
援
な
ど
、
障
害
の
程

度
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
福
祉
用
具
な
ど
の
給
付

※
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
補
装
具
】

　
日
常
生
活
に
必
要
な
身
体
機
能

を
補
う
た
め
の
車
い
す
や
装
具
な

ど
の
器
具
の
交
付
や
修
理
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者

【
日
常
生
活
用
具
】

　
入
浴
補
助
用
具
、
歩
行
支
援
用

具
、
火
災
警
報
器
な
ど
の
用
具
を

給
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
、
療
育

　
手
帳
所
持
者
な
ど

⑥
各
種
助
成
事
業

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
、
身
体
障

害
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
自

動
車
改
造
助
成
、
介
護
用
自
動
車

購
入
等
助
成
、
重
度
身
体
障
害
者

住
宅
改
造
助
成
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
対
象
者
や
要
件
が

異
な
る
た
め
、
必
ず
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

⑦
ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

　
歩
行
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、

 

障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

⑧
相
談
支
援

　
障
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の

提
供
や
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
専
門
相

談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
象
者　
身
体
障
害
者
・
知
的
障

害
者
・
精
神
障
害
者
・
発
達
障
害

青少年相談員

① ②

③ ④

ほっとパーキングおかやま利用証
有効期限無し（左）／  有効期限有り（右）
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保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
満
75
歳
以
上
の
人
な
ど
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保

険
料
が
変
わ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
２
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
、
西
粟
倉
村
を
除
い
て
岡
山

県
内
均
一
で
す
。

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
の
算
出
方
法
は
左
上

図
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
次
の
と
お
り
保
険
料
の

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
均
等
割
額
の
軽
減
】

　
所
得
の
低
い
人
は
、
世
帯
の
所

得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
「
均

等
割
額
」
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
左

表
参
照
）。

※
軽
減
の
判
定
は
、
４
月
１
日
現

　
在
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
所
得
割
額
の
軽
減
】

　
「
賦
課
決
定
通
知
書
」
の
「
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
（
所

得
か
ら
33
万
円
を
控
除
し
た
金

額
）」
が
58
万
円
以
下
の
人
は
、

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　

　

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

均等割額軽減の基準

軽減
割合 基準

９割
軽減

基礎控除額（33 万円）を超えない世帯で、被保険者
全員が年金収入 80 万円以下（その他の各種所得がな
い場合）

７割
軽減 基礎控除額（33 万円）

５割
軽減

基礎控除額（33 万円）＋ 24.5 万円×被保険者数（被
保険者である世帯主を除く。）

２割
軽減 基礎控除額（33 万円）＋ 35 万円×被保険者数

合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
証
と
高

齢
受
給
者
証
の
両
方
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

窓
口
で
の
負
担
割
合
は
１
割

（
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
は
２

割
に
な
る
予
定
）ま
た
は
３
割
で
、

所
得
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
受
給
者
証
を
現
在

お
持
ち
の
人
に
、
平
成
24
年
８
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
７
月
31
日
ま

で
有
効
な
高
齢
受
給
者
証
を
７
月

31
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月

１
日
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
増
減

や
所
得
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
は
、
負
担
割
合
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
転
出
や
社
会
保
険
加
入

な
ど
に
よ
り
、
瀬
戸
内
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
保
険
証
と
と
も
に

高
齢
受
給
者
証
を
返
還
し
、
脱
退

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

 

送
付
し
ま
す

 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
か
ら

75
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
で

は
、
70
歳
に
な
る
月
の
末
日
（
１

日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
末
日
）

ま
で
に
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。

　
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
場

　経済的な理由などで国民年金保険料を納
付することが困難な場合には、申請により
保険料の納付が免除・猶予となる「保険料
免除制度」や「若年者（30 歳未満）納付猶
予制度」があります。
　国民年金保険料の平成 24 年 7月分から平
成 25 年６月分までの免除などの申請受付開
始日は７月１日です。また、７月中に申請
する場合は、平成 23 年７月分から平成 24
年６月分までの期間（前一年間分）も同時
に申請できます。
　申請により本人・配偶者・世帯主（若年
者猶予は本人・配偶者）の所得審査をします。
　前年度以降において退職（失業）してい
る場合には、雇用保険受給資格者証や雇用
保険被保険者離職票などの公的機関の証明
書の写しを添付して申請してください。失
業した人の所得を除外して免除の審査を行
います。
　申請には年金手帳と印鑑が必要です。ま
た、学生の人で国民年金保険料を納付する
ことが困難な場合は、学生納付特例制度を
ご利用ください。
■申請先　市民課、各支所、出張所
■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２８

保険料免除制度

ねんきんのおはなし♪

保険料
（限度額 55 万円）

＋

保険料（年額）の算出方法

＝

所得割額
（所得－33万円）×8.97％（所得割率）

均等割額
45,000 円

※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所
　得などの合計額をいいます。（遺族・障害年金等は除く。）
※保険料は、100 円未満を切り捨てます。

※世帯主およびその世帯の被保険者の合計総所得金額等が表中
　の基準欄の金額以下の世帯が軽減の対象になります。
※軽減割合が７割軽減に該当する世帯は、当分の間均等割額が
　8.5 割軽減となります。

人
は
、
市
民
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な
る
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
入
院
時
の
負
担
額
】

①
低
所
得
者
Ⅱ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
２
４
、６
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）

　

・
90
日
ま
で
の
入
院　

 

２
１
０
円

　

・
90
日
を
超
え
る
入
院　
１
６
０
円

②
低
所
得
者
Ⅰ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
１
５
、０
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
・
申
告
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

 

送
付
し
ま
す

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
更
新
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
被
保
険
者
証
）
は
毎
年
８
月
で

更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新

し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得

区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
（
下

表
参
照
）。
所
得
区
分
は
前
年
の

所
得
に
よ
り
毎
年
判
定
し
見
直
す

た
め
、新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、

割
合
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
ま
た

は
Ⅰ
の
被
保
険
者
の
人
が
入
院
す

る
際
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支

払
う
入
院
代
な
ど
は
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
１
食
当
た
り

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
、
８
月
以
降
も
所
得
区
分
が
低

所
得
者
Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
と
な
る
場
合

に
は
、
新
し
い
減
額
認
定
証
を
保

険
証
に
同
封
し
、
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

　

い
る
人

　
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課

で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申

告
に
よ
り
所
得
区
分
が
低
所
得
者

Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
と
な
っ
た
場
合
は
、

減
額
認
定
証
が
引
き
続
き
交
付
さ

れ
ま
す
。

②
長
期
入
院
を
し
た
人

　
平
成
23
年
８
月
１
日
以
降
、
所

得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
で
減
額
認

定
証
を
持
っ
て
い
た
期
間
内
に
、

90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
が
あ
る

一部負担
金の割合 所得区分 説明

３割
現役並み

所得者

住民税の課税所得額（各種控除後）が 145 万円以上ある人や、その被保険者と同じ世帯にいる被保険者。
※被保険者の収入合計額が２人以上で 520 万円未満、１人の場合 383 万円未満の人は、申請により「１割」
　負担になります。
※現役並み所得の被保険者（世帯にほかの被保険者がいない場合に限る）であって、世帯内の 70 歳以上
　75 歳未満の人も含めた収入合計額が 520 万円未満の人も、申請により「１割」負担になります。

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人。

低所得者Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）。

低所得者Ⅰ 世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）
を差し引いたときに０円となる人および老齢福祉年金受給者。

新しい被保険者証（ベージュ色）（左）
／  減額認定証（オレンジ色）（右）

る
際
に
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減

額
認
定
証
）
を
、
医
療
機
関
な
ど
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新
規
就
農
者
を
支
援
し
ま
す

青
年
就
農
給
付
金
の
給
付

　
青
年
の
就
農
意
欲
の
向
上
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
就
農

前
の
研
修
期
間
（
２
年
以
内
）
お

よ
び
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後

（
５
年
以
内
）
の
所
得
を
確
保
す

る
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産

業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）】

　
県
が
認
め
た
農
業
研
修
機
関
等

（
岡
山
県
農
業
大
学
校
な
ど
）
や

先
進
農
家
・
先
進
農
業
法
人
で
研

修
を
受
け
、
就
農
予
定
時
の
年
齢

が
原
則
45
歳
未
満
で
、
農
業
経
営

者
と
な
る
こ
と
に
強
い
意
欲
を
有

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
研
修
期

間
中
に
年
間
１
５
０
万
円
（
最
長

２
年
間
）
を
給
付
し
ま
す
。

【
青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）】

　
市
が
作
成
す
る
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
中
心
と
な
る
経
営
体
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
ま
た
は

位
置
付
け
が
確
実
で
あ
る
）
原
則

45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者

で
、
前
年
の
総
所
得
が
２
５
０
万

円
未
満
の
人
を
対
象
に
、
年
間

１
５
０
万
円
（
就
農
開
始
か
ら
最

長
５
年
間
）
を
給
付
し
ま
す
。

　
給
付
を
受
け
る
た
め
の
主
な
要

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権

　
を
給
付
対
象
者
が
有
し
て
お
り
、

　
原
則
と
し
て
給
付
対
象
者
の
所

　
有
と
親
族
以
外
か
ら
の
貸
借
が

　
主
で
あ
る
こ
と

②
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対

　
象
者
が
所
有
ま
た
は
借
り
て
い

　
る
こ
と

③
生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
給
付

　
対
象
者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引

　
し
て
い
る
こ
と

④ 

給
付
対
象
者
の
農
産
物
等
の
売

上
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営

収
支
を
給
付
対
象
者
の
名
義
の

通
帳
お
よ
び
帳
簿
で
管
理
し
て

い
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

 

募
集
し
ま
す

 

岡
山
県
農
業
大
学
校
学
生
　

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
25

年
度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
同

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
学
生
募
集
案
内

（
募
集
要
項
・
入
学
願
書
）
を
請

求
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
人
員　
35
人
（
推
薦
入
学

　
は
20
人
程
度
）

▽
修
業
期
間　
　
２
カ
年

▽
課
程
（
コ
ー
ス
）　

　

・
園
芸
課
程
（
果
樹
・
野
菜
・
花

　
き
の
各
コ
ー
ス
）

　

・
畜
産
課
程
（
和
牛
コ
ー
ス
）

【
推
薦
入
学
】

▽
願
書
受
付
期
間　

　
８
月
31
日（
金
）〜
９
月
14
日（
金
）

▽
試
験
期
日　
９
月
29
日
（
土
）

▽
合
格
発
表
日　
10
月
10
日（
水
）

【
一
般
入
学
】

▽
願
書
受
付
期
間　

　

・
前
期　
10
月
10
日
（
水
）
〜
24

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

 

環
境
に
や
さ
し
く

 

ク
ー
ル
ビ
ズ
県
民
運
動　

　　
県
で
は
、「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
県

民
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、

冷
房
な
ど
に
よ
り
電
力
消
費
量
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス

や
家
庭
に
お
い
て
、
冷
房
時
の
室

温
は
28
度
に
し
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

な
ど
夏
の
軽
装
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
だ
れ
や
緑
の
カ
ー
テ

ン
で
日
差
し
を
遮
っ
た
り
、
扇
風

機
や
う
ち
わ
で
空
気
を
循
環
さ
せ

た
り
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
地
球
温
暖
化
対
策
室

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
９
８

 

海
岸
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内

　　
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
（
海
岸

清
掃
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
の
運
動
に
、
市
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
実
施
日
時　
７
月
4
日
（
水
）

　
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

　
（
小
雨
決
行
）

▽
実
施
場
所

　

・
邑
久
町
福
谷　
前
泊
海
岸

　

・
邑
久
町
虫
明　
扇
海
岸

▽
集
合
場
所　
現
地
（
い
ず
れ
か

　
の
海
岸
）
集
合

※
ご
み
袋
・
軍
手
は
市
で
用
意
し

　
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

と
な
る
新
成
人
に
は
、
７
月
中
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
25
年
１
月
13
日

　
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
平
成
４
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
の

　
期
間
に
生
ま
れ
、
瀬
戸
内
市
に

　
住
民
票
が
あ
る
人

※
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

　
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希

　
望
す
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

【
実
行
委
員
募
集
】

　

自
分
た
ち
の
手
で
心
に
残
る

「
成
人
式
」
を
企
画
運
営
す
る
新

成
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

期
限
は
８
月
31
日
（
金
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://www.m
od.go.jp/pco/ 

　

 okayam
a/

 

開
催
し
ま
す

 

自
衛
官
受
験
説
明
会
　

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
受
験
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
験
に
興
味

の
あ
る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
７
日
、
21
日
、

　
８
月
４
日
、
18
日
、
９
月
１
日

　
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　

・
受
付
：
午
前
９
時
30
〜
50
分

　

・
説
明
会
：
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
１-

４-

１ 

　

第
２
合
同
庁
舎
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

 

実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

平
成
25
年
成
人
式　

　　
平
成
25
年
瀬
戸
内
市
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
対
象

　
日
（
水
）

　

・
後
期　
平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）

　
〜
18
日
（
金
）

▽
試
験
期
日　

　

・
前
期　
11
月
７
日
（
水
）

　

・
後
期　
平
成
25
年
１
月
30
日
（
水
）

▽
合
格
発
表
日　

　

・
前
期　
11
月
21
日
（
水
）

　

・
後
期　
平
成
25
年
２
月
８
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

　

農
業
大
学
校

　

☎
０
８
６-

９
５
５-

０
５
５
０

　

〒
７
０
１-

２
２
２
３

　

赤
磐
市
東
窪
田
１
５
７

　

HP http://www.pref.okayam
a.jp/

　

norin/nousou/noudai/index.htm

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

有
害
鳥
獣
の
防
護
柵
補
助
金

　
近
年
、
市
内
で
イ
ノ
シ
シ
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
よ
る

農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
の

防
護
柵
を
設
置
す
る
農
業
者
に
対

し
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

種
自
衛
官
な
ど
の
募
集
を
左
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　
入
隊
は
平
成
25
年
３
月
下
旬
〜

４
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問

▽
届
出
方
法　

　
申
請
書
は
、
産
業
振
興
課
・
各

支
所
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
申

請
書
に
記
入
・
押
印
の
上
、
受
益

者
名
簿
、
設
置
場
所
が
わ
か
る
書

類
を
添
え
て
産
業
振
興
課
・
各
支

所
・
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

　
HP http://www.city.setouchi.lg.jp/life/

　

support09_3.html

■
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

 

募
集
し
ま
す

 

自
衛
官
な
ど
　

　
防
衛
省
で
は
、
平
成
24
年
度
各

防護柵の設置例

自衛官試験受験日程

受験種目 対象者 受付期間 試験日

自衛官候補生
男子 18歳以上 27 歳未満 ９月７日（金）締切 ９月８日（土）～19日（水）　※１

女子 18歳以上 27 歳未満 ８月１日（水）～９月７日（金） ９月23日（日）～26日（水）　※１

一般曹候補生 18歳以上 27 歳未満 ８月１日（水）～９月７日（金） １次：９月17日（月・祝）２次：10月４日（木）～11日（木）　※１

航空学生 21歳未満高卒（見込含）８月１日（水）～９月７日（金）
１次：９月22日（土・祝）
２次：10月13日（土）～18日（木）　※１
３次：11月10日（土）～12月13日（木）　※２

看護学生 24歳未満高卒（見込含）９月３日（月）～10月１日（月） １次：10月20日（土）２次：11月17日（土）・18日（日）
※１  試験日の間の指定する１日（状況により試験日を変更する場合があります）。　　
※２  ３次試験の試験日程は、２次合格通知に記載します。

平成 24年成人式にて

昨年の海岸清掃（前泊海岸）
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広報 せとうち No.92           14※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　５月 12 日の「看護の日」にあわせて、瀬戸内

市民病院（邑久町山田庄）で「みんなで健康！！

地域も健康！！はじめてみよう楽しく病気予防」

と題して、「第 1回瀬戸内市民病院フェスティバ

ル」を開催しました。

　患者だけでなく、健康な市民に対しても、さま

ざまな体験を通じて、病気の予防や看護について

の理解を深めてもらうために企画。会場では、身

体計測や足指力測定を行う健康チェックや、フッ

トケア体験（足浴）、健康に関する展示、オシメ

のあて方講習会などが行われ、来場者は楽しみな

がら、さまざまな体験をしていました。

    病気の予防や介護に理解を深める病気の予防や介護に理解を深める 瀬戸内市民病院フェスティバル

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

15            2012. 7

　5 月 11 日、就実大学・就実短

期大学と瀬戸内市は、包括連携協

定を締結しました。

　この協定により、知的・人的資

源の交流および文化資源を活用で

きることになり、教育、文化、保

健、医療、まちづくりなどにおい

て、活力ある地域社会の創造、人

材育成および両者の発展が期待で

きます。今後、教育分野、保健福

祉分野での連携事業などを行って

いきます。

    教育分野、保健福祉分野で連携教育分野、保健福祉分野で連携 就実大学・就実短期大学と包括連携協定

　５月５日、千手山弘法寺（牛窓町千手）で県指

定重要文化財（民俗文化財）の踟
ねりくよう

供養が行われま

した。

　踟供養は、良い行いに励む人を阿弥陀如来が

聖
しょうじゅ

衆とともに極楽浄土へ導く様子を劇化した行事

です。弘法寺の踟供養は、日本三大踟供養の一つ

とされており、その歴史は鎌倉時代まで遡ること

ができ、本来の姿をよく留めています。

　東壽院を出た一行は、導師から中将姫の像が受

け渡されると、僧侶、稚児などを従えて、阿弥陀

如来像（被
かぶりぼとけ

仏）の待つ遍明院までゆっくりと練り

歩きました。 

   華やかな一行がゆっくりと練り歩きました華やかな一行がゆっくりと練り歩きました　　　　　　　　　　弘法寺の踟供養　　　　　　　　　　弘法寺の踟供養

練り歩く稚児ら（左上） ／ 遍明院に到着した一行と出迎える阿弥陀如来（右下）

1食に食べる野菜の目標量を実際に手にして確認（左下） ／ フットケア体験（右上）

   錦海塩田跡地の周辺約 10㌔を歩きました錦海塩田跡地の周辺約 10㌔を歩きました 地域再発見ウオーキング地域再発見ウオーキング     摩擦熱を使った火おこしなどを体験摩擦熱を使った火おこしなどを体験 第 17回須恵古代まつり

　５月３日、須恵古代館周辺（長船町西須恵）で

第 17 回須恵古代まつりが行われました。

　開会式の後、長船中学校吹奏楽部・邑久中学校

吹奏楽部による演奏で、周辺はたちまちにぎやかな

雰囲気に。また美和っ子太鼓、とっかぁず、名刀太

鼓による太鼓演奏なども会場を盛り上げました。

　木の棒と板をこすり合わせ、その摩擦熱で綿毛

に着火する火おこし体験も子どもたちに大人気。

　もくもくと煙が揚がり、火がおこった瞬間には、

「ワッ」と歓声が上がっていました。ここでおこ

した火は、２月に美和小学校児童が作ったはにわ

の焼き入れに使いました。会場を盛り上げた吹奏楽部の演奏（左下） ／ 子どもたちに人気の火おこし体験（右上）

協定書に調印後、握手を交わす押谷善一郎学長（右）と武久顕也市長

　５月 12 日、中央公民館の主催で、地域再発見ウオーキングを

開催しました。市内外から約 80 人が参加し、新緑がまぶしい錦

海塩田跡地周辺（約 10㌔）を歩きました。

　林原自然科学博物館の職員から恐竜の化石などについての話を

聞いてから、ウオーキングを開始。

　大嶋公園（邑久町尻海）では、地域の人から、大正時代に暴風

雨により遭難した１人の漁師を地域の青年漁師たちが命をなげう

って救った「青年の美挙」の話などを聞きました。

　その後、農耕地の拡大のために築かれた安田堤防（牛窓町長浜）

を見ながら歩き、牛窓浄化センター（牛窓町牛窓）へ到着。

　昼休憩の後、瀬戸内市社会教育課の学芸員が周辺で発見された

製塩土器や錦海湾の製塩事業の歴史について解説しました。

　続いて師楽コミュニティハウス（牛窓町牛窓）では、地域の人

から塩田跡地で見られる野鳥の話などを聞き、最後は、瀬戸内海

を臨む錦海堰
えんてい

堤（約２㌔）を歩きました。

①恐竜化石の解説に聞き入る参加者／②新緑のなかを歩く／③学芸員の話を聞いて、製塩の歴史を学ぶ／④錦海堰堤を歩く参加者

①①

④④

②②

③③

まちの話題.indd   10-11 2012/06/25   10:00:24



～

　

・
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

　
け
根
に
冷
た
い
タ
オ
ル
や
氷
を

　
あ
て
る
。

　

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

　
ま
せ
、
水
分
補
給
を
す
る
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　
救
急
車
は
、
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
け
が
や
病
気
の
人
を
一
刻
も

早
く
病
院
に
搬
送
す
る
た
め
の
車

両
で
す
。

 

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　　
昨
年
、
市
内
で
は
、
34
人
が
熱

中
症
で
病
院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
炎
天
下
や
高
温
多

湿
の
状
況
下
で
、
発
汗
に
よ
る
脱

水
や
塩
分
不
足
に
よ
り
体
温
の
調

節
が
効
か
な
く
な
っ
た
状
態
で
発

症
し
ま
す
。
め
ま
い
や
頭
痛
、
痛

み
を
伴
う
筋
肉
の
け
い
れ
ん
な
ど

の
症
状
が
出
て
、
最
悪
の
場
合
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て

も
、
室
温
や
湿
度
が
高
け
れ
ば
発

症
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　
気
象
庁
で
は
、
最
高
気
温
が
お

お
む
ね
35
℃
以
上
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
「
高
温
注
意

報
」
を
発
表
し
、
熱
中
症
へ
の
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

【
熱
中
症
の
予
防
対
策
】

　

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

　

・
日
差
し
が
強
い
時
は
、
外
出
を

　
控
え
る
。

　

・
高
齢
の
人
は
、
エ
ア
コ
ン
を
利

　
用
す
る
な
ど
、
室
内
の
温
度
調

　
節
を
心
掛
け
る
。

　

・
激
し
い
運
動
を
避
け
る
。

　

・
の
ど
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に

　
水
分
を
補
給
す
る
。

【
熱
中
症
の
応
急
手
当
】

　

・
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移
動

　
さ
せ
、
衣
服
を
緩
め
る
。

　
家
庭
で
出
た
ご
み
は
、
で
き
る

だ
け
資
源
ご
み
と
し
て
分
別
し
、

分
別
で
き
な
い
も
の
は
、
市
の
ご

み
収
集
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ご
み
を
家
庭
で
燃
や
し
て
処
理

す
る
こ
と
は
、
一
部
の
例
外
を
除

き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
を
燃
や
す
と
、
有
害
な
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
ほ
か
、
臭
い
や
煙
が
布
団

や
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、
吸
い
込

ん
で
気
分
が
悪
く
な
る
な
ど
、
周

囲
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
風
の
あ
る
日
に
野
外
で

物
を
燃
や
す
と
、
火
災
の
原
因
と

な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
外
的
に
野
外
焼
却
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場

合
の
み
で
す
。
た
だ
し
周
囲
の
環

境
や
天
候
、
時
間
帯
な
ど
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・
農
業
や
漁
業
を
営
む
上
で
や
む

　
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

　
る
稲
わ
ら
や
海
産
物
な
ど
の
廃

　
棄
物
の
焼
却

　

・「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
風
俗
慣

　
習
上
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

・
軽
微
な
た
き
火

　
な
お
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出

る
ご
み
を
燃
や
す
と
廃
棄
物
処
理

法
違
反
と
な
り
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　
昨
年
、
市
内
で
救
急
搬
送
し
た

１
、５
０
７
人
の
う
ち
５
５
６
人

が
入
院
を
要
し
な
い
軽
症
患
者
で

あ
り
、
全
体
の
約
35
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

　
軽
症
者
を
搬
送
す
る
た
め
に
救

急
車
を
利
用
す
る
と
、
緊
急
性
が

あ
り
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

し
て
い
る
傷
病
者
へ
の
対
応
を
遅

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
い
ま
一
度
、
救
急
車
の
適
正
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

消
防
本
部
警
防
課

廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　海上保安庁では、船舶海難を防止するため、マリン

レジャーシーズンを迎える７月 16 日（月・祝）から

31 日（火）までを「全国海難防止強調運動」期間とし

て、「海難ゼロへの願い」をスローガンに官民が一体と

なった海難防止運動を推進します。

▽自己救命策確保３つの基本

①海に出る際には、常にライフジャケットを着用する

②携帯電話は防水パックに入れ、携行する

③海の緊急電話は１１８番へ

　１１８番は、船舶電話、携帯電話、ＰＨＳ、公衆電

話などから利用できます。 

　海難人身事故に遭遇・目撃した場合のほか、油の排

出などを発見した場合や、不審船を発見した場合にも、

通報をお願いします。

　「いつ」「どこで」「なにがあったか」を簡潔に落ち着

いて通報してください。

■問い合わせ先

　海難防止強調運動玉野地区

　推進連絡会議

　玉野海上保安部

　☎０８６３ｰ３２ｰ３５８９

 

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

 

夏
の
省
エ
ネ
対
策

　
環
境
省
で
は
、
毎
年
夏
至
の
日

と
７
月
７
日
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

（
消
灯
）
を
呼
び
掛
け
る
「
夏
至

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
（
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
「
七
夕
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
消
灯

す
る
こ
と
で
、
普
段
い
か
に
照
明

を
使
用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
、
こ

の
２
日
間
に
加
え
、
特
に
電
力
消

費
量
の
増
え
る
夏
の
時
期
を
対
象

に
、
昼
も
夜
も
自
主
的
な
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
を
行
う
よ
う
呼
び
掛
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を

き
っ
か
け
に
地
球
温
暖
化
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
必
要
の
な
い
照
明

や
電
気
器
具
は
、
こ
ま
め
に
電
源

を
切
る
な
ど
、
省
エ
ネ
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
省
地
球
環
境
局

　

☎
０
３-

５
５
２
１-

８
３
４
１

あなたが主役！ ごみダイエット瀬戸内

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

海上保安庁のイメージキャラクタ－
うみまる・うーみん

全国海難防止強調運動　

― 自分の命は自分で守る ―

パ
チ
ッ

　夏は生ごみが臭いやすくなり、ごみ
出しを負担に感じている人も多いので
はないでしょうか。
　生ごみは、生ごみ処理機などを使う
と、ごみではなく肥料として活用する
ことができます。
　生ごみ処理機は、庭で使う場合や家
の中で使う場合など条件にあわせて選
択できるように、コンポストや乾燥式・
バイオ式などがあり、いずれも良質な
肥料を作ることができます。
　市役所１階ロビーで生ごみ処理機の
展示をしています。ぜひお立ち寄りく
ださい。
　一定の要件を満たす場合には、生ご

み処理機の購入金額
の２分の１を補助す
る制度があります
（コンポストについ
ては上限 3,000 円、
その他の生ごみ処理
機については上限
30,000円）。ぜひご活用ください。
　また、微生物の力で生ごみを分解す
る「ボカシ」を使った肥料の作り方や、
ダンボール箱を利用した「ダンボール
コンポスト」についても、本紙に折り
込みの緑色のチラシ「ごみダイエット
通信」に掲載しています。ぜひご覧く
ださい。

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 ～５月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 762㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 2.6％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 218㌘です。
　これは、タマネギ（大き
め）１個分に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。
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市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

て
、
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
健

康
づ
く
り
意
識
調
査
で
は
、「
運

動
習
慣
が
あ
る
（
週
２
回
以
上
、

１
回
30
分
以
上
の
運
動
を
１
年
以

上
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
）」
と

回
答
し
た
人
の
割
合
は
35
・
２
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、「
運
動
習
慣

が
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合

は
63
・
０
％
で
し
た
。
運
動
習
慣

が
な
い
理
由
と
し
て
「
運
動
す
る

場
所
が
な
い
」
を
挙
げ
た
人
の
割

合
は
24・７
％
、「
運
動
の
方
法
が

分
か
ら
な
い
」
を
挙
げ
た
人
の
割

合
は
14
・
３
％
で
し
た
。

　
「
運
動
習
慣
が
な
い
」
と
回
答

し
た
人
の
う
ち
、
今
後
の
運
動
習

七夕のやき餅

田植えが終わり、梅雨明け
を待つ間、農家の皆さんが
仕事を休む節目にやき餅を
つくり、骨休めをする風習
がありました。
ちょうど七夕の時期と重な
ることから七夕の日に食べ
ることもありました。「疲
れがとれるなあ」と言って
食べていた家族のことを懐
かしく思います。

竹内悦子さん（かぼちゃの会）です

七夕は、五節句の一つです。
七夕には、旬の食べ物の他に、ナスやキュウ
リ、トウモロコシを使って農耕用の牛馬にな
ぞらえたお供えをします。そうめんを食べる
ことも多いと思いますが、平安時代に小麦粉
と米粉を練ってひも状にした「索

さくべい

餅」を、厄
払いとして七夕にお供えしていたことが由来
といわれています。

◆材料（４個分）
●白玉粉（100g）
●米粉（上新粉）（50g）
●小麦粉（50g）

●ぬるま湯（190 ～ 200cc）
●つぶあん（80 ～ 100g）

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ワ
ク
ワ
ク
★
気
軽
に
♪
運
動

ひ
ろ
ば
」
は
、
申
し
込
み
は
不
要

で
、
市
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
25
日
（
水
）、
９
月

　
26
日
（
水
）、11
月
28
日
（
水
）、

　
平
成
25
年
１
月
30
日
（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

　
午
前
11
時
15
分

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽ 

講
師　

理
学
療
法
士
、
健
康
運

動
指
導
士
な
ど

▽
参
加
費　
無
料

▽
そ
の
他　
運
動
の
で
き
る
服
装

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

ワクワク★気軽に♪運動ひろば
運動不足を解消しよう！

慣
に
対
す
る
意
向
で
は
、「
特
に

考
え
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
人

の
割
合
が
26・０
％
、「
今
の
ま
ま

で
よ
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合

が
14・７
％
な
の
に
対
し
、「
運
動

不
足
を
解
消
し
た
い
」
と
回
答
し

た
人
の
割
合
は
56
・
５
％
で
、
今

後
取
り
組
ん
で
み
た
い
運
動
は
第

１
位
が
「
歩
く
」、第
２
位
が
「
体

操
教
室
」
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
３
月
か
ら

奇
数
月
の
最
終
水
曜
日
に
、
自
由

に
参
加
で
き
、
気
軽
に
体
を
動
か

す
こ
と
の
で
き
る
「
ワ
ク
ワ
ク
★

気
軽
に
♪
運
動
ひ
ろ
ば
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
「
筋
ド
コ
体
操
」
や
「
健
康
で

３
６
５
日
の
マ
ー
チ
」
な
ど
の
市

や
市
民
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
体
操

な
ど
を
１
時
間
程
度
行
う
ほ
か
、

健
康
や
運
動
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
30
日
に
開
催
し
た
「
第
２

回
ワ
ク
ワ
ク
★
気
軽
に
♪
運
動
ひ

ろ
ば
」
は
、「
せ
と
う
ち
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
２
」
に
合
わ
せ

て
、市
内
４
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
０
２
人
で
、
継
続
し

て
運
動
を
し
て
い
る
人
も
、
初
め

て
参
加
し
た
人
も
、
楽
し
ん
で
運

会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時
と
場
所　

下
表
の
と
お
り

※
開
催
時
間
の
30
分
前
か
ら
受
付

　
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容

　

・
簡
単
な
体
力
チ
ェ
ッ
ク

　

・
健
診
結
果
の
見
方
説
明

　

・
野
菜
の
力
（
健
康
効
果
）
に
つ
い
て

　

・
緑
黄
色
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の

　
試
食

▽
対
象
者　
瀬
戸
内
市
民

※
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
も

　
受
講
で
き
ま
す
。

▽
講
師　
市
職
員
（
保
健
師
、
栄

　
養
士
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
方
法　
電
話

【
個
別
健
康
相
談
】

　
健
診
結
果
を
見
て
も
、「
生
活

を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
良
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
個
別
健
康
相
談
で
は
、
健
診
結

果
を
基
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
生

活
改
善
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

▽
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９

　
時
〜
午
後
４
時（
祝
日
を
除
く
）

▽
場
所　

最
寄
り
の
公
民
館
な
ど

※
予
約
の
際
に
日
時
と
場
所
の
調

　
整
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　
瀬
戸
内
市
民

※
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
も

　
相
談
で
き
ま
す
。

▽
相
談
員　
市
職
員
（
保
健
師
、

　
栄
養
士
）

▽
相
談
料　
無
料

▽
申
込
方
法　
電
話

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

「ワクワク★気軽に♪健康ひろば」の様子（第
１回、第２回）

◆作り方
①白玉粉、米粉、小麦粉を混ぜる。耳たぶくら
　いのかたさになるまで、ぬるま湯を加えなが
　らこねる。
②蒸し器で 10 ～ 15 分ほど蒸す。
③手で触ることができる温度まで冷めたら、ひ
　とまとめに丸めてよくこねる。４等分にし、
　広げてつぶあんを包み、形を整える。
⑤フライパンで焼き目がつくまで焼く。

月日 内容

7 月 25 日 「腰痛・膝痛ありませんか？　痛みと運動について」
（理学療法士が伝える腰痛・膝痛を予防・改善する運動法）

9月 26 日 「みんなで一緒に貯筋をコツコツしませんか？」
（コツコツ貯筋体操教室の紹介）

11 月 28 日 「早すぎません。介護予防！」
（運動からはじまる介護予防）

平成 25 年 1月 30 日 「ひろげていこう ★ つながっていこう 運動の輪」
（市内で活動している健康グループの紹介）

　
市
で
は
、
健
診
結
果
を
振
り
返

り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
生
活

習
慣
の
改
善
を
す
る
た
め
の
教

室
、
個
別
健
康
相
談
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
教
室
】

　
７
〜
８
月
は
、
牛
窓
地
域
・
邑

久
地
域
で
開
催
し
ま
す
。
お
住
ま

い
の
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

  

健
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に
生
か
そ
う

 

健
康
づ
く
り
教
室
と
個
別
健
康
相
談

日時 場所

7 月 6 日（金） 9：30 ～ 11：30 裳掛コミュニティセンター（※）

7月 17 日（火） 9：30 ～ 11：30 中央公民館

7月 23 日（月） 9：30 ～ 11：30 今城コミュニティセンター（※）

7月 23 日（月）13：30 ～ 15：30 福田コミュニティセンター（※）

7月 27 日（金） 9：30 ～ 11：30 牛窓町公民館鹿忍分館（※）

8月 7日（火） 9：30 ～ 11：30 牛窓町公民館牛窓分館

8月 7日（火）13：30 ～ 15：30 牛窓町公民館長浜分館（※）
※印の会場は、上履きを持参してください。
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年
、
鶴
峰
の

長
男
と
し
て

尻
海
に
生
ま

れ
、
名
を
直

伍
と
い
い
ま

し
た
。

　
東
京
美
術

学
校
（
現
東

京
藝
術
大

学
）
彫
刻
科

を
首
席
で
卒

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
７
月
27
日
（
金
）
午
後

　
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

※
小
雨
決
行
。

▽
場
所　
長
船
美
し
い
森
（
長
船

　
町
磯
上
３
０
７
６-

１
）

▽
講
師　
美
星
天
文
台
職
員

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
１
０
０
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

長
船
町
公
民
館

巻
の
九
十

　
か
つ
て
、
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻

海
に
は
、
井
上
家
と
い
う
彫
刻
一

家
が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、
井
上
家
は
廻
船
業

者
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
錦き

ん
か
い海
・

鶴か
く
ほ
う峰・仰ぎ
ょ
う
ざ
ん山
と
三
代
続
い
て
工
匠・

彫
刻
家
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
に
明

治
天
皇
が
中
国
地
方
を
巡
幸
し
た

際
に
は
、
錦
海
・
鶴
峰
の
作
品
が

買
い
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

井
上
錦
海

　
錦
海
は
、文
化
12
（
１
８
１
５
）

年
、
児
島
郡
胸
上
（
現
在
の
玉
野

市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
を

直
輔
、
の
ち
直
吾
（
直
吉
、
末
平

と
も
）
と
い
い
ま
し
た
。
叔
父

で
あ
る
井
上
佐
五
郎
の
養
子
と
な

り
、
尻
海
の
井
上
家
の
跡
を
継
ぎ

ま
し
た
。

　

工
匠
の
道
に
入
り
、
大
隅

流
・
柳
田
流
の
建
築
・
彫
刻
を
学

び
、
青
龍
亭
錦
海
、
幽
雪
斎
錦

海
と
名
乗
り
ま
し
た
。
明
治
25

（
１
８
９
２
）
年
没
。

井
上
鶴
峰

　
鶴
峰
は
、嘉
永
３
（
１
８
５
０
）

年
、
錦
海
の
長
男
と
し
て
尻
海
に

生
ま
れ
、名
を
幸
治（
幸
二
、幸
吉
、

幸
太
郎
と
も
）
と
い
い
ま
し
た
。

　

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
父
に
師
事

し
、
彫
刻
に
優
れ
、
斬
新
な
意
匠

が
注
目
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
社

寺
修
復
や
だ
ん
じ
り
、
机
・
花
台

な
ど
を
制
作
し
ま
し
た
。
大
正
８

（
１
９
１
７
）
年
没
。

井
上
仰
山

　
仰
山
は
、明
治
19
（
１
８
８
６
）

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　7月 31 日（火）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

世
界
に
一
つ
の
お
も
ち
ゃ
作
り

　
７
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
邑
久
）
で
は
、
発
泡
ト
レ
ー
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
な
ど
の
身

近
な
材
料
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

作
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
で
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
７
月
28
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

せ
と
う
ち
お
も
ち
ゃ
の

　
病
院
の
皆
さ
ん

▽
定
員　
30
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

日
本
語
に
は
、
な
ぜ
た
く
さ
ん
の
数
え
方
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
一
つ
一
つ
覚
え
る
の
は
面
倒
で
も
、

日
本
語
は
、
数
え
方
で
多
く
の
情
報
を
伝
え
て
い
ま

す
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
日
本
語
の
数
え
方
の
面
白
さ

が
わ
か
る
一
冊
。

数
え
方
で
み
が
く
日
本
語　

飯
田
朝
子
…
著　

筑
摩
書
房

大人になるヒント
中沢けい…著　メディアパル

 

瀬
戸
内
市
文
化
祭

 

親
睦
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
カ
ラ
オ

ケ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
文
化
祭
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
１
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
文
化
祭
と
は
別
日
程
で
、
カ
ラ

　
オ
ケ
発
表
会
の
み
の
開
催
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
入
場
料　
無
料

　

　

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

中
央
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

夏
の
星
空
を
観
察
し
よ
う

　
７
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
長
船
）
で
は
、「
星
座
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
」
と
し
て
、
星
空
観
察
を
行

い
ま
す
。

　
星
空
を
眺
め
て
、
天
体
や
宇
宙

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

絵
画
教
室

　
８
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
邑
久
）
で
は
、
絵
画
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
５
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
小
学
生
20
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
絵
の
具

　
セ
ッ
ト
や
ク
レ
パ
ス

 

尻
海
が
生
ん
だ
彫
刻
一
家

井
上
家
三
代

（
錦
海
・
鶴
峰
・
仰
山
）

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

中学生の頃は、「世界と出会う時代」。どんな風に人は自分
の生きている世界と出会うのか、著者が自身の体験をもと
にわかりやすく説明します。中学生の皆さんだけでなく、
既に大人になった皆さんも、自分と現代の若者の共通点が
発見でき、大人である自分を見つめ直すことができます。

鶴
峰
作
で
、
源

み
な
も
と
の
よ
り
ま
さ

頼
政
の
鵺ぬ

え

退
治
が

主
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東ひ
が
し
ち
ょ
う
町
だ
ん
じ
り
（
写
真
③
）
も

鶴
峰
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
牛
窓
だ
ん
じ

り
の
う
ち
沖
だ
ん
じ
り
を
、
津
山

だ
ん
じ
り
の
う
ち
の
４
台
を
手
掛

け
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
備
前
福
岡
郷
土
館
に
は

仰
山
作
の「
平
井
武
策
翁
像
」（
写

真
④
）
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
が
生
ん
だ
匠た

く
み

の
作
品

を
、
大
切
に
伝
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
人
物
誌
』『
邑
久
町
史
文

化
財
編
』『
牛
窓
町
史
民
俗
編
』『
津

山
の
祭
り
と
だ
ん
じ
り
』

業
し
た
あ
と
帰
郷
し
、
父
の
元

で
仏
像
や
茶
道
具
な
ど
を
手
掛

け
た
ほ
か
、
備
前
焼
の
置
物
制

作
を
指
導
し
ま
し
た
。
昭
和
40

（
１
９
６
５
）
年
没
。

井
上
家
の
作
品

　
錦
海
・
鶴
峰
は
、
だ
ん
じ
り
彫

刻
を
各
地
で
手
掛
け
ま
し
た
。

　

地
元
尻
海
の
だ
ん
じ
り
彫
刻

は
、
裏
面
に
錦
海
・
鶴
峰
の
銘
や

制
作
年
代
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

る
た
め
、
資
料
と
し
て
も
非
常
に

貴
重
な
も
の
で
す
。
西に
し

町ち
ょ
う

だ
ん
じ

り
（
写
真
①
）
は
錦
海
作
で
、
鳳

凰
な
ど
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
市い
ち

場ば

町ち
ょ
う

だ
ん
じ
り
（
写
真
②
）
は

③

②

①

④

天の川（イメージ）
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７
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　　
邑
久
・
長
船
B
&
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
開
館
期
間　

①
邑
久
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　

・
７
月
１
日
（
日
）
～
８
月
31
日

　
（
金
）　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

　
後
１
～
８
時

②
長
船
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　

・
７
月
３
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

　
午
後
５
～
８
時

　

・
７
月
24
日
（
火
）
～
31
日
（
火
）

　
午
後
１
～
８
時

　

・
８
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
～

　
８
時

※
７
月
３
日
～
31
日
の
土
・
日
・

　
祝
日
は
、
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
～
８
時

▽
月
日　
８
月
４
日
（
土
）

▽
場
所　
県
庁
９
階
大
会
議
室

▽
対
象
者　
県
内
在
住
で
、
身
体

　
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
車
い
す

　
を
使
用
し
て
い
る
人

▽
定
員　
35
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。

※
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
で
す
。

▽
申
込
期
限　
７
月
13
日
（
金
）

　
午
後
５
時
（
必
着
）

▽
申
込
方
法　
福
祉
課
、
保
健
福

　
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所
に

　
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
岡
山
県
障
害
福
祉

　
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
６
２

　

FAX
０
８
６-
２
２
４-

６
５
２
０

　

HPhttp://www.pref.okayam
a.jp/

　

page/detail-36179.htm
l

 

涼
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を　

 

牛
窓
夕
焼
け
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　
牛
窓
町
緑
の
村
公
社
前
島
フ
ェ

リ
ー
で
は
、
牛
窓
夕
焼
け
ク
ル
ー

くらしの情報

　
く
じ
な
し
）、
カ
ラ
オ
ケ
、
夜

　
店
、
各
種
ゲ
ー
ム

※
花
火
の
打
ち
上
げ
は
、
午
後
８

　
時
か
ら
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

　
☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８

    

瀬
戸
内
海
の
環
境
と
生
物
を
学
ぶ

 

市
民
大
学
講
座

　
せ
と
う
ち
村
塾
で
は
、「
第
２
回・

親
子
で
学
ぶ
瀬
戸
内
海
の
環
境
と

生
物
」
と
題
し
て
、
市
民
大
学
講

座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
日
）　

　
午
前
９
時
～
正
午（
雨
天
決
行
）

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

▽
集
合
場
所　
岡
山
県
農
林
水
産

　
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所
（
瀬
戸

　
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
６
６
４
１-

６
、

　
西
脇
海
水
浴
場
東
詰
）

▽
対
象
者　
幼
稚
園
児
、小
学
生
、

　
中
学
生
（
小
学
生
以
下
は
保
護

　
者
同
伴
）

▽
定
員　
50
人
程
度
（
先
着
順
・

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
１
家
族
に
つ
き
５
０
０
円

　
（
資
料
代
、
保
険
代
な
ど
）

▽
申
込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ

験
で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４

単
位
以
上
を
修
得
し
て
卒
業
す
る

と
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　
ま
た
教
職
員
の
人
は
、
特
別
支

援
学
校
教
諭
免
許
状
、
専
修
免
許

状
な
ど
が
取
得
で
き
ま
す
。
公
立

学
校
共
済
組
合
員
と
そ
の
被
扶
養

者
は
、
別
途
出
願
手
続
に
よ
り
、

入
学
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
（
手

続
は
７
月
31
日
ま
で
）。
ま
た
、
教
員

免
許
更
新
講
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間　

　
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

　

HPhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
暑
い
夏
の
夕
暮
れ
。
海
風
が
涼

し
い
船
上
で
、「
日
本
の
夕
陽
百

選
」
に
認
定
さ
れ
た
牛
窓
の
夕
日

を
見
ま
せ
ん
か
。
操
舵
室
の
見
学

も
で
き
ま
す
。　

　
乗
船
に
は
定
員
が
あ
る
た
め
予

約
制
と
し
ま
す
（
空
席
が
あ
れ
ば

当
日
で
も
乗
船
可
）。

▽
日
時　
７
月
22
日
（
日
）、
29

　
日
（
日
）、８
月
５
日
（
日
）、

　

12
日
（
日
）

　
各
回
と
も
午
後
６
時
30
分
出
発

　
（
所
要
時
間
は
約
１
時
間
30
分
）

▽
集
合
場
所

　
前
島
行
き
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

▽
参
加
費　
大
人（
中
学
生
以
上
）

　
１
、０
０
０
円
、
子
ど
も
（
小

　
学
生
以
上
）
５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
の
子
ど
も
は
、
大

　
踊
り
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
花
火
の
打
ち
上
げ
は
、
午
後
８

　
時
か
ら
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

　
☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３   

 

お
越
し
く
だ
さ
い　

 

邑
久
光
明
園
納
涼
夏
祭
り

　
邑
久
光
明
園
で
納
涼
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
２
日
（
木
）
午
後

　
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
同
時
刻
に

　
実
施
し
ま
す
。

▽
場
所　
邑
久
光
明
園
売
店
前
広
場

▽
内
容　
花
火
大
会
、
福
引
（
空

▽
休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
海
の

　
日
を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日

※
休
館
日
の
翌
日
は
水
質
管
理
の

　
た
め
午
後
の
み
開
館
し
ま
す
。

▽
使
用
料　
市
内
高
校
生
以
下
は

　
１
０
０
円
、
市
内
一
般
・
市
外
は

　
２
０
０
円（
１
人
１
回
当
た
り
）

※
教
室
開
催
日
は
コ
ー
ス
制
限
有
り
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
久
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

　

長
船
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
（
開
館
時
間
内
の
み
）

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

４
８
５
０

 

障
害
の
あ
る
人
に
県
庁
舎
を
開
放

 

お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

　
岡
山
県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ

り
納
涼
花
火
大
会
」
の
当
日
、
車
い

す
を
使
用
し
て
い
る
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
を
県
庁
舎
へ
招
待
し
ま
す
。

　
人
１
人
に
つ
き
１
人
ま
で
無
料

　
で
乗
船
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

牛
窓
町
緑
の
村
公
社
前
島
フ
ェ
リ
ー

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

４
３
５
６

 

お
越
し
く
だ
さ
い　

 

長
島
愛
生
園
納
涼
夏
ま
つ
り

　
長
島
愛
生
園
で
納
涼
夏
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
26
日
（
木
）
午
後

　
６
時
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
決
行
。
荒
天
の
場
合
、
花

　
火
大
会
の
み
翌
日
開
催
。

▽
場
所

　
長
島
愛
生
園
福
祉
会
館
前
広
場

▽
内
容　
花
火
大
会
、
福
引
、
盆

フェリーから見た牛窓の夕日

　

▽
受
講
資
格　

　
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
就
職
活

動
を
し
て
い
る
人

　

▽
申
込
方
法　

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
、
受

講
希
望
日
前
日
の
午
後
５
時
ま
で

に
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

受
講
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
問
い
合
わ
せ
先

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
３
６-

１
６
１
６

　

FAX 

０
８
６-

２
３
６-

１
６
３
０

　

HP http://www.y-workokayama.jp

 

募
集
し
ま
す

 

放
送
大
学
10
月
入
学
生

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
放

送
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
正
規
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
無
試

昨年行われた長島愛生園納涼夏まつり

　
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
電
話
番
号
、
参

　
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
明

　
記
の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

せ
と
う
ち
村
塾　

今
吉
勝
正
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

２
９
０
１

　

〒
７
０
１-

４
２
４
６

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
１
４
７-

３
３

 

就
職
を
目
指
す
若
者
を
支
援

 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
職
を
目
指
す
若
者

を
対
象
と
し
て
、
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
時　
７
月
24
日
、８
月
21
日
、

　
９
月
25
日
、
10
月
23
日
、
11
月

　
20
日
、
12
月
18
日
、
平
成
25
年

　
１
月
22
日
、
２
月
19
日
、
３
月
12
日

　
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

　
５
階
Ｂ
（
岡
山
市
北
区
本
町
６-

36
）

▽
セ
ミ
ナ
ー
内
容

　

①
企
業
が
求
め
る
人
物
像
と
効
果

　
的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
法

　

②
模
擬
面
接
と
マ
ナ
ー
講
座
な
ど

昨年行われた邑久光明園納涼夏祭り

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ
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健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 7 月 17 日（火） 平成 24 年   2 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 7 月 18 日（水） 平成 23 年 10 月生

1 歳６カ月児健診 7 月 11 日（水） 平成 22 年 12 月生
2 歳児健診 7 月 12 日（木） 平成 22 年    3 月生

3 歳児健診 7 月 25 日（水） 平成 21 年    1 月生

子どもの健診

人の動き《平成 24 年６月 1 日現在》

人口 ３９，１４３人 （－４４）
男 １８，６６７人  （－３４）
女 ２０，４７６人 （－１０）

世帯 　１４，８１８世帯 （－１２）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

▽ 場　　所　ゆめトピア長船　

▽ 受付時間　午後 1 時 15 ～ 45 分

      　　2012　July
7

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でも OK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
※①～⑩の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士】
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００

各種相談日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

1
体協　瀬戸内市夏季バレー
ボール大会
　9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館
体協　瀬戸内市夏季ソフト
バレーボール大会
　9：00 ～
　牛窓中学校体育館

2 3 4
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

5
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

6  
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

7 

8
体協　歩こう会　
　操山コース
　8：29 邑久駅発赤穂線
体協　瀬戸内市ソフトテ
ニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート
体協　瀬戸内市卓球大会

（前期）　9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館
体協　瀬戸内市バドミン
トン大会　9：00 ～
　邑久中学校体育館

9  

⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10 11
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

12 13  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

14

15 16   海の日 17 18
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

19
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

20 21

22 23
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

24
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

25 
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

26  
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

27
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

28
体協　瀬戸内市民ゴルフ
文月大会
　9：00 ～
　長船カントリークラブ

29 30 31 8/1
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

8/2  
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

8/3    8/4    

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽ 日時　７月 13 日（金）　午前 11 時～

▽ 場所　瀬戸内市民病院

▽ テーマ　「熱中症予防について」

▽ 講師　浅海昇氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽ 定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽ 参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽ 申込期間　７月２日（月）～ 12 日（木）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９ - ２２ - １２３４

女性健康コース

　瀬戸内市長船Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、女性を対象に、アク
アビクスを中心とした教室「女性健康コース」を開催します。
　当日の飛び入り参加も可能です。
　ぜひご参加ください。

▽ 日時　７月 19 日、26 日、８月２日、９日（いずれも木曜日）
　　　　午後７～８時

▽ 定員　30 人程度

▽ 場所　長船Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽ 参加費　1 回 400 円（入館料込み）
■問い合わせ・申込先
　社会教育課　☎０８６９ - ３４ - ５６０５
　瀬戸内市長船Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎０８６９ - ２６ - ４８５０

献血バス巡回

　医学が進歩した現在においても、輸血用血液は人工的に作る
ことができず、大変不足しています。ご協力をお願いします。

▽ 日時・場所
①７月 11 日（水）　午前９時 30 分～午後４時　瀬戸内市役所
②７月 26 日（木）　午前 10 時～正午、午後１時～午後３時 30 分
　　　　　　　　　ゆめトピア長船
③７月 31 日（火）　午前 10 時 30 分～正午　牛窓支所

▽ 対象者　16 ～ 69 歳の人
※ 65 歳以上の人の献血については、　60 ～ 64 歳の間に献血経
     験のある人のみが対象です。

▽ 持ってくるもの
　以前献血をした人は献血カード （手帳）を持参してください。
　なくてもかまいません。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

男性相談員による男性のための電話相談

　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）では、
毎月１回、「男性相談員による男性のための電話相談」を行っ
ており、男性相談員が、家族問題、人間関係、生き方、配偶者
からの暴力などの悩みごとの相談を電話で受け付けます。相談
は、電話による相談のみで、面接相談は行いません。

▽ 日時　毎月第２金曜日　午後５～８時
※都合で変更することがあります。

■ 相談先　☎０８６ - ２２１ - １２７０（専用電話番号）
■問い合わせ先
　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）
　☎０８６ - ２３５ - ３３０７
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７月納期の市税・保険料
固定資産税【２期】
※納付期限は７月 31 日（火）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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わが家の宝１歳です！

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city
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瀬戸内写真館
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乃華乃華ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町磯上　長船町磯上
ひとこと ひとこと 
いつでも元気いっぱい！我が
家に笑顔の華を咲かせてね！

（父 元喜さん・母 由佳さん）

がが
！！
））

Nonoka
平成23年 5月 11日生まれ

Otoha
 平成 23年 1月 13日生まれ

馬場馬場音音
お と はお と は

琶琶ちゃんちゃん
お住まいお住まい　牛窓町　牛窓町牛窓
ひとこと　ひとこと　
笑顔の似合う、優しい女の子でい笑顔の似合う、優しい女の子でい
てね。みんな音琶の事大好きてね。みんな音琶の事大好き┏
（父 俊光さん・母 可奈子さん）（父 俊光さん・母 可奈子さん）

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

    けいじばん
けいじばん

「プレイアンドステイ」を知っていますか
子どもや初心者もすぐにゲームを楽しめる
　「プレイアンドステイ（Play ＋ Stay）」とは、子どもや初心者向
けのテニス上達のために考案されたプログラムです。弾みを抑えた
ボールと小さなコートを使って行います。
　ボールの弾みやコートの大きさは年齢別に３段階に分かれてお
り、簡単にラリーを楽しむことができるのも特徴です。

プレ
ど

「プ

「プ
子ど
　「

コンサートを開催
懐かしのメロディーを演奏します
　グループサウンズフルバンド「テイクワン」やフォークバンド「メ
イ」などが、懐かしのメロディーを演奏するコンサートを開催しま
す。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
▷日時と内容
　①７月 15 日（日）　午後１時 30 分開場、午後２時開演
　　「グループサウンズとテナーサックスで奏でる
　　  昭和 40 年代懐かしのメロディー」
　②７月 22 日（日）　午後１時 30 分開場、午後２時開演
　　「犬飼俊夫が率いるフォークバンド「メイ」による
　　  懐かしのフォークソング」
▷場所　牛窓シーサイドホール（牛窓町牛窓 2448）
▷入場料　大人 2,000 円（前売り券　1,800 円）
　　　　　高校生以下 500 円（前売り券　500 円）
■問い合わせ先
　小家弘誠さん　
　☎０９０-４８０４- ９５３４

　瀬戸内市体育協会硬式テニス
部では、初心者向けテニス教室
などに、この「プレイアンドス
テイ」を取り入れていきます。
　興味のある人は、お問い合わ
せください。
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会
　☎０８６９-２２- ２２１１

開演

開演

プレイアンドステイで使用するボールプレイアンドステイで使用するボール

題名　ここはどこでしょう
撮影場所　邑久町豊原
撮影日時　平成 24 年 6 月
撮影者　
きまぐれカメラマンさん

清家清家倖倖
ゆ き ほゆ き ほ

輔輔ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町　長船町長船
ひとことひとこと
1歳おめでとう♪あっという間に1歳おめでとう♪あっという間に
大きくなったね ^^ 毎日、ドンド大きくなったね ^^ 毎日、ドンド
ン成長していく倖輔くん。今はン成長していく倖輔くん。今は
やんちゃで、ほんとに目が離せやんちゃで、ほんとに目が離せ
ない日々が続くけど、そんな倖ない日々が続くけど、そんな倖
輔のことがパパもママも大好き輔のことがパパもママも大好き
です★です★
（父 綱之さん・母 綾子さん）（父 綱之さん・母 綾子さん）

Yukiho
 平成 23年 5月 5日生まれ
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